
























































































面と、日蓮滅後の大菩薩号の綸旨が添えられている。大菩薩号は、享保 年（一七二〇）仲夏五月二十一日付 身延山久遠寺三十四世日裕代となり、三十三世日亨から三十四世日裕の時代に高揚した日蓮信仰を受け 掲載 ものである。要言は旗曼荼羅 御利益について宣伝し、これが後の日蓮伝記に定着していったと考えられる。この御利益は、末尾に「此五字の大曼荼羅を身にふた し心に存せば諸王国を扶け万民 難を遁れ乃至後生の火炎を脱るべし」とあるように、除災の中でも特に火災を逃れる功徳 強調さ ことが特筆すべき点と えよう。　「蒙
もう
古こ
退たい
治ぢ
旗はた
曼まん
荼だ
羅ら
の記
き
」　
深見要言
　　 　　　　　　　　
 文化十三年深見要言開版
蒙古退治旗曼荼羅の記
 
（１丁オ）
日の丸
　
絹地長さ六尺五寸幅五尺五寸
　　
東都押上最教寺
月の丸
　
長さ幅右に同じ。
　　　　　　　
身延山
茲ここ
に不
ふ
思し
議ぎ
の物語あり、心を静
しづ
めて聞
きき
給へ、往
むかし
昔文永
十一年
甲きのへ
戌いぬ
春はる
、高祖日蓮大士二月十四日佐
さ
渡ど
の国
くに
を
立たつ
て三月廿六日鎌
かま
倉くら
へ帰
かへ
り給ふ、四月八日平の左衛門尉
翻刻
　
深見要言編著「蒙古退治旗曼荼羅記
　
全」 （望月）
（ 17 ）
頼より
綱つな
に対
たい
面めん
して御相
そう
談だん
あり
高かう
祖そ
大だい
菩ぼ
薩さつ
の撰
せん
時じ
抄せう
に云
いは
く、四月八日平の左衛門尉に
語ていはく、念仏
ぶつ
は無
む
間げん
の業
ごふ
禅ぜん
は天
てん
魔ま
の所
しよ
為ゐ
なる事
疑うたが
ひなし、殊に真
しん
言ごん
宗しう
が此
この
国こく
土ど
の大なる
災わざはひ
にて候、大蒙
もう
古こ
国こく
調ちやう
伏ぶく
の御祈
き
祷とう
真しん
言ごん
宗しう
に
仰あふせ
付つけ
らるるならばいよいよ
此この
国くに
亡ほろ
ぶべしと語
かた
りしかば、頼
より
綱つな
問とふ
て云
いは
く、いつの頃
ころ
か一
いつ
定でやう
 
（１丁ウ）
よせ候べき歟
か
、日蓮
答こたへ
ていはく、
経きやう
文もん
には何
いつ
の日とは見
み
へ候
はねども天
てん
の御
おん
気き
色しき
急きふ
に見へて候よも今
こん
年ねん
は過
すご
し候、まじと語
かた
りたり 〈已上御書〉高祖大士者五月十二日
鎌かま
倉くら
を立
たつ
て身延山に入給ふ、又いはく、あはれなるかな
歎
なげかは
しき哉
かな
、日
につ
本はん
国ごく
の人々今
いま
にしも見よ、大
だい
蒙もう
古こ
国こく
数す
万まん
艘そう
の
兵ひやう
船せん
を浮
うか
べて日本国を責
せめ
ば上
かみ
一人より下
しも
万ばん
民みん
に至
いた
るまで一
い
切さい
の仏
ふつ
寺じ
神じん
社じや
をなげすてて
各
をのをの
声こゑ
を調
そろ
へ
て南無妙法蓮華経南無妙法蓮華経 唱
とな
へ
掌
たなごころ
を合
あは
てたすけ給へ、
日蓮の御坊
ばう
よ、日蓮の御坊よとさけび候はんずるにや〈已上御書〉其
その
御
言ことば
微み
塵じん
も違
たが
はず、其
その
十月大蒙
もう
古こ
国こく
より大船
せん
三百艘
さう
早はや
船ふね
 
（２丁オ）
三百艘
さう
小船
ふね
三百艘
さう
、
其
そのにんす
人にん
数す
二万五千人打
うち
乗のつ
て対
つしま
馬の
翻刻
　
深見要言編著「蒙古退治旗曼荼羅記
　
全」 （望月）
（ 18 ）
浦うら
へよせ来
きた
る、筑
つく
紫し
の武
ぶ
士し
等とう
防ふせぎ
戦たたかひ
ければ、蒙
もう
古こ
の軍
ぐん
法ほう
乱らん
を靡
なび
き矢
や
種だね
尽つき
て引
ひき
退しりぞ
く、又弘
こう
安あん
三年大蒙
もう
古こ
国こく
より
杜と
世せい
忠ちゆう
と申者
もの
を使
し
者しや
として日本へつかはしけれは、関東
より下
げ
知ぢ
として頓
やが
て捕
とら
へて鎌
かま
倉くら
へ下
くだ
し
龍たつの
口くち
にて首
くび
を
刎はね
由ゆ
井ゐ
が濱
はま
に□
さら
しけり、蒙
もう
古こ
の国
こく
王わう
これを聞
きい
て大に
怒いか
り大
たい
軍ぐん
を起
おこ
し日本を伐
うつ
べきの催
もよふ
し有
あり
けるよし
本ほん
朝ちう
に聞
きこ
へければ公
く
家げ
武ぶ
家け
大に驚
おどろき
勅公
く
家げ
よりは伊
い
勢せ
へ
勅ちよく
使し
を立
たて
て奉
ほう
幣へい
御祈
き
祷とう
精せい
誠を尽
つく
され、日本国
こく
中ちう
諸しよ
寺じ
諸しよ
社しや
へ御
ご
祈きと
祷う
仰あふせ
付つけ
らる念
ねん
仏ぶつ
真しん
言ごん
禅ぜん
律りつ
等とう
の
 
（２丁ウ）
面めん
め々ん
我われ
もも
我われ
もも
とと
丹たん
精せい
を抽ぐ、蒙
もう
古こ
調ちやう
伏ぶく
の大
たい
法ほう
秘
ひ法を
つくして月日を重
か
てさ
肝膽 摧き祈
いの
りり
ける処
ところ
に
弘こう
安あん
四よん
年ねん
五ご
月がつ
蒙もう
古こ
の賊
ぞく
船せん
七万余艘
そう
二十四
よん
万余騎
き
壱い
岐き
対つしま
馬を討
うち
取ち
て九
きう
州しう
へぞ押
をし
寄よす
る、日
につ
本ぽん
勢ぜい
死し
をもかへり
みす、防
ぼう
戦せん
といへども彼
かなた
方より鉄
てつ
砲ぽう
石いし
火び
矢や
に火
ひ
を
操みさお
空そら
を飛せて投懸て、責
せき
ければ日本勢
せい
多をゝ
く焼
やき
殺ころさ
れ
□きど
櫓やぐら
に燃
もえ
付つき
打うち
消けす
べき遑
いとま
なく、
迸
ほとばしる
焔ほのふ
に手
て
足あし
をやき、
日本勢
せい
これに辟
へき
易えき
して中
なか
な々か
戦たたか
ふべき様
やう
もなくあぐみ
翻刻
　
深見要言編著「蒙古退治旗曼荼羅記
　
全」 （望月）
（ 19 ）
果はて
てぞ見
み
へたりける蒙古勢勝
かつ
に乗て一
いち
度ど
にどつと
攻せめ
懸り打
うた
るれども、かへりみず、倒
たを
るれども引
ひき
退しりぞか
す、乗
のり
越こへ
 
（３丁オ）
戦たたか
ひける、日本勢大に退
たい
屈くつ
し、菊
きく
池ち
原はら
田た
松まつ
浦うら
党とう
手て
負おひ
討うた
るゝ者
もの
数すう
をしらず、生
いけ
捕とら
れたる者
もの
数す
百人
掌
たなこころ
を連
れん
索さく
して
舷ふなはた
に
貫つらぬひ
て日本の者
もの
に見せければ見る者聞
きく
もの恐
おそろ
しく
筑つくし
紫九
きう
州しう
の者ども我
われ
も我もと四
し
国こく
中ちう
国ごく
へ落
おち
たりけるほど
なく日本国へ
うつ
入いる
べきのよし、
関くはん
東とう
へ聞
きこ
えければ北
ほう
條じやう
相さがみ
模
守のかみ
平たいら
の時
とき
宗むね
大に驚
おどろ
き
則
すなはち
身延山へ使
し
者しや
を以
もつ
て高祖大士へ
蒙もう
古こ
退たい
治ぢ
の守
しゆ
護ご
を請
こ
ふ、時
とき
に高祖の
曰
のたまはく
、日蓮歳
どし
頃ごろ
日頃
申せしは是
これ
なり、仏
ほとけ
の御
使つかひ
として日本国
こく
の一
いつ
切さい
衆しゆ
生じやう
を
救すくは
んと思
おも
ふ、日蓮を御用
もち
ひなく却
かへつ
て流
る
罪ざい
死し
罪ざい
に行
おこな
はせ
給ふ故
ゆへ
、今
いま
にも見
み
る自界叛
はん
逆ぎやく
難なん
とて国
くに
に同
どう
士し
討うち
起おこ
りり
 
（３丁ウ）
他た
国こく
侵逼難
なん
とて他
た
国こく
より責
せき
らるべし、殊
こと
にに
念ねん
仏ぶつ
真しん
言ごん
を
以もつ
てて
御祈あらば却て此
これ
国くに
亡ほろ
ぶぶ
べし、例せば病
やまい
の起
おこし
をしら
ざる人
じん
病びよう
人にん
を
療りよう
治じ
すれば、人
じん
かならず死
し
すす
るる
がことし、此
これ
災の根
こん
源げん
をしらぬ人
じん
が祈をなさば国
くに
もさに亡ふべし、
兼て申
もう
せせ
はこれなり、今蒙
もう
古こ
の責
せき
来きた
れると見て始
はじめ
て
翻刻
　
深見要言編著「蒙古退治旗曼荼羅記
　
全」 （望月）
（ 20 ）
驚おどろき
給ふやとて
則
すなはち
大漫
まんだら
荼羅を
認したため
て御
使つかい
へそ渡
わた
さるる、
去さる
ほどに鎌
かま
倉くら
よりは大
将しやう
軍くん
惟これ
康やす
親しん
王わう
御ご
出しゆつ
馬ば
にて宇
う
都つの
宮みや
貞さだ
綱つな
は武
ぶ
の大将として数
あま
多た
の軍
ぐん
勢ぜい
引いん
率そつ
し、九州さして
馳はせ
登のぼ
る頃
ころ
は弘安四年
辛かのとの
巳み
八月大軍の真
まつ
先さき
に幡
はた
漫まん
荼だ
羅ら
を
押おし
立たつ
て敵
てき
軍くん
さして攻
せめ
向むか
ふ、諸
しよ
天てん
善ぜん
神しん
は顔
かを
を現
あらは
し数
す
万まん
の
  
（４丁オ）
軍ぐん
勢ぜい
をあらはしよろふたる武
む
者しや
甲かぶと
の星
ほし
を
輝かがやか
し旗
はた
指さし
物もの
を
つき立
たつ
てゑいやゑいやと押
をし
寄よす
る、轡
くつは
の音
おと
鐘かね
や太
たい
鼓こ
のひひき
夥おびただ
しく筑
つく
紫し
九きう
州しう
野の
も山
やま
も津
つ
つ々
浦うら
う々ら
に至
いた
る迄
まて
数す
万まん
騎き
の
勢せい
攻せめ
寄よ
せたりと敵
てき
の眼
まなこ
にこへければ、叶
かなは
じとやおもひけん
七万余
よ
艘そう
の賊
ぞく
船せん
はもやいを飛
とひ
て漕
こぎ
出る門
も
司じ
赤あか
間ま
か関
せき
を
経へ
て長
なが
門と
周すは
防う
へ押
をし
渡わた
る頃
ころ
は八月十七日辰
たつ
の刻
こく
打をり
しも風
息そく
波なみ
静しずか
にて有
あり
けるが一天
てん
俄にわか
にかき曇
くも
り大風
烈はげし
く吹
ふき
来きた
り、逆
さか
浪なみ
天てん
に漲
みなぎ
り震
しん
動とう
雷らい
電でん
鳴なり
霆はためき
大山も
忽
たちまち
崩くず
れ天も
地に落
おつ
ると
疑うたがは
る、これに依
よつ
て蒙
もう
古こ
七万余
よ
艘そう
の
兵ひやう
船せん
は逆
さか
巻まく
（旗曼荼羅破蒙古図）
 
（４丁ウ）
（旗曼荼羅破蒙古図）
 
（５丁オ）
浪なみ
に打
うち
返かへ
され、或
あるひ
は友
とも
船ふね
に当
あたつ
て打
うち
破やぶ
り、或
あるい
は荒
あら
磯いそ
の岩
いわ
に
 
（５丁ウ）
翻刻
　
深見要言編著「蒙古退治旗曼荼羅記
　
全」 （望月）
（ 21 ）
当あたつ
て微
み
塵じん
に
砕くだけ
三百七十万騎
き
の蒙
もう
古こ
勢ぜい
漫まん
ま々ん
たる
海かい
上しやう
に浮つ沈
しづ
みつ
漂ただよつ
て一
いち
時じ
に亡
ほろ
ふる有
あり
様さま
は守
もり
屋や
の
昔むかし
に異
こと
ならず、誠
まこと
に是
これ
三国
ごく
に比
ひ
類るい
なき未
み
曾ぞう
有う
の大
漫荼羅後
こう
代だい
有あり
がたき御
ご
威いく
光はう
なりと思
おも
はずものこそ
なかりけれ、高祖の御
ご
書しよ
に曰、其
その
面おもて
南無妙法蓮華経
の七字
じ
をあらはしておはしませば、北
ほく
風ふう
吹ふけ
ば南
なん
海かい
のうろくず
其その
風かぜ
に当
あたつ
て大
だい
海かい
の
苦くるしみ
をはなれ、東
たう
風吹ば西
にし
山やま
の鳥
てう
獣じう
其風を身にふれて、畜
ちく
生しよう
道どう
を脱
まぬが
る、況
いはん
や随
ずい
喜き
をなし
手て
にふれ、眼
まなこ
に見
み
まいらせ候、人
じん
類るい
をや〈已上御書〉此
この
御
言ことば
実じつ
に
以もつ
て肝
きも
にめいず、
非こころなき
情
幟のぼり
はれども面
おもて
に七字
じ
の題
だい
目もく
を顕
あらは
し
 
（６丁オ）
ぬれば、かくのごとき功
く
徳とく
あり、唯
ただ
一遍
へん
の功
く
徳どく
すら猶
なお
かくの
ごとし、何
なに
況いはん
や
有こころある
情
一切衆
しゆ
生じやう
此法華経を我
われ
も信
しん
じ人
ひと
をも
勧すすめ
て持
たも
たしめば、其
その
功く
徳とく
広くはう
大た
無む
辺へん
にして不
ふ
可か
思し
議ぎ
なる
へし、経
きよう
に云
いは
く、法華の名
な
を受
じゆ
持ぢ
せん者
もの
は、福
ふく
量はかる
べからず、御書に
宣のたま
く、大日
につ
天てん
と申
しん
は宮
くう
殿でん
七しつ
宝はう
なり、其
その
大さ八百十六里五十
一由
旬しゆん
なり、その中
うち
に大日天子居
きよ
し給ふ、
勝しやう
無む
勝しやふ
と申て
二ふた
人り
の后
きさき
あり、左
さ
右ゆふ
には七曜
よう
九曜ほう 前
まへ
には摩
ま
利り
翻刻
　
深見要言編著「蒙古退治旗曼荼羅記
　
全」 （望月）
（ 22 ）
支し
天てん
御おはします
座
七しつ
宝はう
の車
くるま
を八疋
ぴき
の
駿しゆん
馬め
にうけく、四天
てん
下か
を
一日一夜に廻
めぐ
り四州
しう
の衆生の眼
まなこ
目と成
な
らせ給ふ、他
た
の
仏ふつ
菩ぼ
薩さつ
天てん
子し
等とう
は利
り
生しやう
のいみしく御
おはす
座事
と
を耳
みみ
には是
これ
 
（６丁ウ）
を聞
きけ
ども愚
ぐ
眼げん
にはいまだ見
みず、これは疑
うたが
ふべきにあらず、
眼げん
前ぜん
の利
り
生しやう
なり、教
けう
主しゆ
釈しやく
尊そん
に御
おはさ
座ずんば、争
いかで
かかくの
ごとくのあらたなる事
こと
候べき、一
いち
乗じよう
妙法の力
ちから
にあらずんば
いかでか
けん
前せん
の奇
き
異い
をば現
げん
ずべき不
ふ
思し
議ぎ
におもひ候
まさに知
し
るべし、日
にち
月くはち
天てん
の四天
てん
下か
を廻
めぐ
り給ふは仏
ふつ
法ほう
の
力ちから
なり、
故
かるがゆへ
に法花経 序
しよ
品ほん
には普
ふ
香かう
天てん
子し
と列
つらな
り
御おはします
座
法ほつ
師し
品ほん
には阿
あのく
褥多
た
羅ら
三さん
藐みやく
三菩
ぼ
提だい
と記
き
せしめ
給ふ、火
ほ
持ぢ
如によ
来らい
是これ
なり、御
ご
書しよ
に宣
のたまハ
く、帝
たい
釈しやく
は三十六の
善ぜん
神がみ
王わう
をつかはし、二十五
ご
の善神王をさしそへ
持ぢ
経きやう
者しや
を擁
をふ
護ご
せしめ給ふ、此
この
神しん
王わう
に百億
おく
の
恒
かうしや
沙いさご
の
 
（７丁オ）
眷けん
属ぞく
あり、形
かたち
を隠
かく
して番
ばん
は々ん
に相
あい
代かはつ
て守
しゆ
護ご
せしめ
給ふ、持
ち
国こく
天てん
は水
みづ
の
災わざはひ
を除
のぞ
き、
広くはう
目もく
天てん
は怨
おん
敵てき
の難
なん
を
退しりぞ
け増
ぞう
長ちやう
天てん
は衆
しゆ
病びやう
を消
せう
除じよ
し、多
た
聞もん
天でん
は夜
や
叉しや
の害
がい
を
除のぞ
かしむ、皆
みな
是これ
帝たい
釈しやく
の勅
ちよく
なり、
天てん
諸しよ
童どう
子じ
以い
為ゐ
給きゆう
仕じ
翻刻
　
深見要言編著「蒙古退治旗曼荼羅記
　
全」 （望月）
（ 23 ）
云うん
う々ん
可ひす
ﾚ 秘べし
々々
御ご
書しよ
に云
いは
く、
生しやう
死し
の大
たい
海かい
を渡
わた
らんことは、妙法蓮華経の
船ふね
にあらずんば叶
かな
ふべからず、是
これ
に乗
のる
べきものは、日蓮が
弟で
子し
檀だん
那な
等とう
なり、能
よく
々信
しん
じさせ給へ、是
これ
等ら
のおもむき
を能
よく
々信
しん
受じゆ
して心
しん
肝けん
に染
そめ
入いれ
、己
おのれ
が
神たましゐ
とせよ、殊
こと
に末
まつ
法ほうの
今いま
時とき
はこれ法花経
広くはう
宣せん
流る
布ふ
の最
も
中なか
なり、此
この
時じ
節せつ
を
 
（７丁ウ）
忘わすれ
てむなしく年
とし
月つき
を送
をく
る事
ごと
なかれ、よくよくおもへば
限かぎり
ある身
み
にてありながら、限
かぎり
なき欲
よく
にのみかまけ
て一
いち
生しやう
空むな
しく過
すご
すす
ならば後
こう
悔くはい
千せん
万ばん
すとも其甲斐
ひ
なかるべし、急
いそ
げただ御
み
法のり
の船
ふね
のいとぬまに乗
のり
後おくれ
ては誰
たれ
か渡
わた
せじ品
しな
じ々な
いそひで小
乗じよう
権こん
経きやう
の小
こ
船ぶね
を
うち捨
す
て
速すみやか
に一
乗じよう
妙法の大船
せん
に乗
のり
給へ
　
一いつ
天てん
四し
海かい
皆かい
帰き
妙めい
法ほう
仏ぶつ
法ほふ
繁はん
栄ゑい
広くはう
宣せん
流る
布ふ
　
天てん
子し
萬まん
年ねん
　
大たい
樹じゆ
億おく
兆ちやう
 
（８丁オ）
　
五ご
穀こく
豊ぶ
穣によう
四し
民みん
快け
楽らく
万ばん
年ねん
之の
外と
尽じん
未み
来らい
際さい
　
南な
無む
妙みよう
法ほう
蓮れん
華げ
経きよう
云々
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文化十一甲戌年五月
御ご
書しよ
校けう
合ごふ
開ひらき
版ばん
主のしゆ
　　　　
東とうと
都
　
深ふか
見み
要よう
言ごん
（花押）
　
蒙もう
古こ
退たい
治じ
旗き
曼まん
荼だ
羅ら
記き
終
　　
（高祖旗曼荼羅書）
 
（８丁ウ）
　　
（日蓮筆
　
日旗曼荼羅写）
 
（９丁オ）
　　
（日蓮筆
　
月旗曼荼羅写）
 
（９丁ウ）
東とう
条じよう
新しん
尼あま
御ご
前ぜん
御お
書しよ
に
云いはく
末まつ
法ぽふ
の始
はじめ
に謗
はう
法ほふ
者もの
一いち
閻えん
浮ぶ
提だい
 
（
10丁オ）
に充
しう
満まん
して諸
しよ
天てん
嗔いかり
を成
なし
彗けい
星せい
天てん
にわたり大
だい
地ち
は大波
は
の
ことくをどり大旱
かん
魃ばつ
大水
すい
大風
ふう
大だい
大厄
やく
癘びやう
大飢
き
饉きん
大
兵ひやう
乱らん
無む
量りやう
の
大難
なん
並ならび
おこり、一
いち
閻えん
浮ぶ
提だい
の人
ひと
び々と
おのおの
ﾝよろいかぶと甲かつ
冑ちう
を着
き
てて
ﾝかたなつえ刀とう
杖ぢやう
を
手て
に握
にぎ
らん時
とき
、諸
しよ
仏ぶつ
諸しよ
菩ぼ
薩さつ
諸しよ
天てん
善ぜん
神じん
等とう
の御
おん
力ちから
およばせ
給たま
はざらん時
とき
、此
この
五字
じ
の大曼
まん
荼だ
羅ら
を身
み
にたいし心
こころ
に存
そん
せば諸
しよ
王わう
国くに
を扶
たす
け万
ばん
民みん
は難
なん
を遁
のが
れ乃
ないし
至後
こ
生せう
の火
くは
炎えん
を脱
まぬが
るべしと
仏ほとけ
記しる
し置
給きゆう
ひぬ
此これ
年ねん
数あま
多た
真しん
法ほう
威い
力りよく
御ぎよ
感かん
尤もつとも
深ふかし
三さん
国ごく
無ひるい
比
 
（
10丁ウ）
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類なき
妙めう
宗しう
後こう
代だい
難あり
有がたき
尊そん
僧そう
何いかん
宗しう
比これに
ﾚ
之ひせん
於につ
日ほん
本こく
國ちうに
中をいて
宗しうく
弘
不さまたげ
ﾚ 可ある
ﾚ 有べから
ﾚ 妨ざる
者もの
也なり
、
仍よつて
執しつ
達たつ
如くだんの
ﾚ 件ごとし
　
　
文永十一年五月二日
　　
城左兵衛奉
　
在判
　　 　
日連大上人
　　
在御正本奥州仙台光勝寺
　　　
藤尾女
蒙古退治日月の旗曼荼羅絹地の懸物二幅の施主　　　　 　　
文化十一年甲戌五月
　
深見要言
　　 　　　　　　　　　　
行年六十八
　（日蓮大菩薩霊元皇帝宸翰写）
 法眼瑃山藤原好信行年七十歳写之
　　　　
（
11丁オ）
　
右みぎ
人にん
皇のう
百ひやく
十じふ
三さん
代だい
霊れい
元げん
皇くはう
帝ていの
之宸
しん
翰かん
也なり
　　　　
副ふく
書しよ
曰
にいはく
　　
そへがき
日にち
蓮れん
大だい
菩ぼ
薩さつ
号ごう
太だ
上じよう
法ほう
皇はうの
御ご
宸しん
翰かん
無うたがひ
ﾚ 疑なき
者もの
也なり
、有
ゆへ
ﾚ
故ありて
今こん
般はん
奉みのぶさんに
納
乎はう
身なふ
延山
可
いいつべし
ﾚ 謂
一いつしう
宗しゆう
之本
ほん
意い
顕げん
然ぜん
矣たり
昔その
時かみ
大だい
菩ぼ
薩さつ
号がう
雖ちよくしよあり
ﾚ 
有
といへども
ｲ
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勅書
ｱ 不ほんざんに
到於本
いたらず
山干
ときに
時
享きやう
保ほう
五ご
庚かのえ
子ね
年のとし
仲ちう
夏か
奉ほふ
納なうす
 
（
11丁ウ）
之これを
序じよして
為ため
後こう
鑑かん
拝これを
之はいし
畢おはんぬ
是これ
仏ぶつ
法ぽう
韶せう
隆りう
宗しゆう
門もん
光くはう
輝き
永えう
々
可こん
ﾚ 被きを
ﾚ 抽ぬきん
ｲ 墾でらるへき
祈
ｱ 者もの
也
五月廿一日
　　　
都と
護ご
前さきの
亜あそう
相藤
どう
　
花くはおう
押
　
久く
遠をん
寺じ
住じゆう
持じ
日にち
裕ゆう
上しやう
人にん
御ご
房ばう
 
（
12丁オ）
綸りん
旨し
文化十三秊丙子八月十三日
　　
開版主
　
深見要言
　
七十歳
　（墨書
・後筆）
　　
「昭和十、一、十六求之」
（追記）
 本資料閲覧
・翻刻に関して、身延山大学准教授木村中一先生から立正大学日蓮教学研究所所蔵本の所在につ
いてご教示いただいた。あらためてその学恩に謝する次第である。
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